
さまざまな施策を実施してきた第２次総合振興計画は、平成１２年度で終了しましたが、引
き続き市民生活の利便性の向上や産業活動の活性化などに取り組むため、計画期間を平
成１３年度～２７年度に定めた第３次総合振興計画を新たに策定しました。策定にあたって
は、本市を取り巻く経済社会状況を的確に把握するとともに、市民意識調査やまちづくり懇
談会などを通じて、市民の皆様のご意見やご要望をお聴きし計画に反映させ、このうち基本
構想については、市議会の議決を経て決定したところです。
今後は、この計画に基づき、将来像である「緑と健康で豊かな文化都市」の実現に向けて、
鋭意取り組んでまいりますので、市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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土地利用構想図

第３次狭山市総合振興計画の構成
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５
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